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（
取
材
者
／
山
下
・
堤
）

クレージーモンキーズ

代　表　山
やまもと

本　　彦さん

　　　　奥
お く い

井　　清
きよし

さん

　　　　福
ふくしま

嶋　秀
ひ で と

人さん

　　　　平
ひ ら い

井　勇
いさゆき

幸さん

　　　　岡
お か べ

部　由
ゆ か

佳さん

　　　　　田　健
け ん ご

五さん

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か

活
動
を
始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は

今
後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

南
丹
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か

南
丹
市
や
議
会
に
望
む
こ
と
は

高
齢
者
の
比
率
が
し
だ
い
に
増
え
て
い
く
中

で
、
健
康
維
持
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
の
普
及
、
「
健
幸
ポ
イ
ン
ト
」
の
還

元
な
ど
社
会
福
祉
協
議
会
や
市
の
努
力
も
あ
っ
て
、

効
果
が
上
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

や
は
り
何
と
い
っ
て
も
現
在
の
市
内
中
心
部
の

さ
み
し
さ
は
一
昔
前
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
だ
け
に

実
感
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
な
現
象
な
の
で
仕
方
が

な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
賑
や
か
な
街
中

に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

南
丹
市
は
、
人
口
に
対
し
て
面
積
が
広
い
の
で
行

政
が
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
。
過
疎

対
策
、
空
き
地
・
空
き
家
対
策
、
高
齢
者
の
生
活
支

援
等
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

家
の
近
く
で
子
供
た
ち
の
遊
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
と

ほ
っ
と
し
ま
す
。
子
育
て
世
代
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
助

成
制
度
を
充
実
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
市
の
財

政
が
苦
し
い
状
況
は
知
ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
…
。

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
敬
老
会
、
高
齢
者
施
設
・

サ
ロ
ン
な
ど
に
出
向
き
、
サ
ッ
ク
ス
を
演
奏
し
て
聴

い
て
も
ら
っ
た
り
、
一
緒
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
り
し

て
、
ど
ち
ら
も
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

時
に
は
、
学
童
保
育
の
教
室
に
も
出
向
き
、
子

供
向
き
の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
や
童
謡
唱
歌
な
ど
も
演
奏

し
て
い
ま
す
。

体
力
の
続
く
限
り
、
現
在
の
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
音
楽
に
関
連
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
グ
ル
ー
プ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
人
た
ち

の
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
た
い
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
無
理
な
く
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
少
し
音
が
ず
れ
て
も
、
間
違
え
て
も
、
聴
い
て

く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
温
か
い
拍
手
が
私
た
ち

の
活
力
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
で
グ
ル
ー
プ
の
名
称
を「
ク
レ
ー
ジ
ー
モ
ン
キ
ー

ズ
」と
し
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
の
入
れ
替
わ
り
も
あ

り
ま
し
た
が
、現
在
６
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
違
う
職
場
の
同
級
生
３
人
が
定
年
退

職
し
、
時
間
的
な
余
裕
も
で
き
た
の
で
、
何
か
共
通

の
か
っ
こ
い
い
趣
味
を
持
と
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
は
、ク
ラ
ス
会
で
の
余
興
で
吹
い
て
い
ま

し
た
が
、し
だ
い
に
演
奏
の
場
所
も
広
が
っ
て
き
た

定年退職された仲間が中心となって
〝かっこいい趣味〟を持とうと、未経
験のサックスに挑戦。今や、地域のイ
ベント、敬老会、サロンなどに招かれ
年間20回を超える演奏会に忙しくさ
れている「クレージーモンキーズ」さ
んをお訪ねしました。

〝
か
っ
こ
い
い
趣
味
を
〟
と
仲
間
で
始
め
た
サ
ッ
ク
ス

聴
い
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
原
動
力
に
、
共
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

八木町青戸の「いきいきサロン」での演奏

旧吉富小学校の音楽教室を稽古場に、練習に励むメンバーの皆さん

毎
週
土
曜
日
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
、
合
同

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
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訪　問
『頑張る人たち』



Pick Up!

1

電気や食料品等の物価高騰によって、生活費の負担が膨らむ中、
給付金が支給されます。対象は、新たに6年度に住民税非課税とな
る世帯又は住民税均等割のみ課税となる世帯で、1世帯あたり10
万円。また、新たな低所得者の子育て世帯に対し、児童（18歳以
下）1人あたり5万円。予算額は1億1600万円で、財源は全額、国
の地方創生臨時交付金です。

価格高騰重点支援給付金支給事業
Pick Up!

4

Pick Up!

2

定額減税しきれないと見込まれる方に対し、減税しきれない分を
「定額減税補足給付金（調整給付）」として支給されます。対象者
は約8700人を想定しています。

定額減税補足給付事業

デジタル田園都市国家構想交付金を財源に、競争入札参加資格申
請受付システム、窓口DX化システムを導入することにより、窓口
手続きにおける住民負担と職員の業務負担の軽減を目指す取り組み
です。

競争参加資格申請受付業務、窓口業務のＤＸ化

燃料代もかさみます

物価の高騰が進んでいます

デジタル化で負担軽減

敬老祝い金が復元

本年度当初予算で例年に比べて減額されていた「敬老祝い事業」
の予算が見直され、今年度は70歳以上の方に1人あたり2000円が
支給されます。3月議会での附帯決議に基づいたものです。

敬老祝い事業
Pick Up!

5

すべての生徒児童に学びの場を

教育支援センターから離れた学校に不登校児童生徒のための分室
を置きア

※
ウトリーチ支援を行います。また、義務教育段階での連携

に必要な児童生徒の情報や状況を記録する「こどもカルテ」を作成
します。

不登校児童生徒などの早期発見・早期支援事業
Pick Up!

6

市役所1号庁舎の耐震改修工事請負契約の締結を承認しました。
改修工事の内容は、耐震ブレース設置による耐震化、中央庁舎と
結ぶ渡り廊下の設置、屋上の防水対策、トイレの改修、照明のLED
化、空調設備の更新などです。工期は7年2月まで。請負額は4億
6096万円。

市役所1号庁舎耐震改修工事
Pick Up!

7

耐震改修工事を行う本庁１号庁舎

消防団各班に配備している小型動力ポンプ21台が更新時期の15
年を迎えるため、新たに購入するものです。21台の内訳は、園部
支団5台、八木支団11台、日吉支団5台です。ポンプの購入総額は
約4800万円です。

消防小型動力ポンプ21台を購入
Pick Up!

8

消防小型動力ポンプ

Pick Up!

3

6年当初予算で削減された福祉医療費支給事業と重度心身障害老
人健康管理事業の予算を復元するものです。予算総額、約6500万
円。

福祉医療費支給事業、重度心身障害老人健康管理事業

誰もが安心できる制度を

※アウトリーチ支援とは
　必要な助けが届いていない人に支援機関などの側からアプローチして支援を行うこと。

市議会だより　かけはし74号　2024.7 4市議会だより　かけはし74号　2024.75

6月議会では
こんなことが
決まりました

議会が注目した主な事業

◆  議案・・・・・・
◆  報告・・・・・・

33件
8件

会期　5 月 28 日〜 6 月 21 日

今号では、この中から次の
8つをピックアップします。



総
務 

常
任
委
員
会

窓
口
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化

「
書
か
な
い
窓
口
」
は
、
全
国

的
に
国
が
広
め
よ
う
と
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
標
準
化
に
あ
っ
た
も
の

な
の
か
。

標
準
化
は
、
自
治
体
ご
と
に
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
て
い
る
住
民
票

や
税
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
を

共
通
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
書

か
な
い
窓
口
」
は
、
市
民
の
利
便

性
の
向
上
や
職
員
の
業
務
効
率
の

向
上
を
進
め
て
い
く
も
の
で
、
内

容
は
違
う
も
の
で
あ
る
。

本
庁
１
号
庁
舎
耐
震
改
修
工
事
請

負
契
約

入
札
結
果
は
応
札
さ
れ
た
の
が

４
社
。
共
同
企
業
体
と
な
っ
て
い

る
。
金
額
が
最
低
金
額
と
同
額

で
、
最
終
的
に
は
く
じ
に
な
っ
た

の
か
。

今
回
の
場
合
は
１
億
５
千
万
円

以
上
に
な
る
の
で
、
低
入
札
価
格

調
査
の
対
象
に
な
る
。
積
算
技
術

の
向
上
の
た
め
全
社
が
一
致
し
て

い
た
の
で
、
今
回
に
つ
い
て
は
、

く
じ
に
よ
り
決
定
し
た
。

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
購
入

指
名
競
争
入
札
に
お
け
る
６
社

指
名
の
基
準
は
。

物
品
購
入
に
つ
い
て
は
、
市
に

指
名
登
録
が
あ
り
、
消
防
機
器
の

販
売
を
行
っ
て
い
る
業
者
か
ら
選

定
。
市
内
で
取
り
扱
い
が
な
い
場

合
に
つ
い
て
は
、
府
内
に
広
げ
て

対
応
し
て
い
る
。

耐震改修工事が実施される本庁1号庁舎

排
水
路
工
事
請
負
費

企
業
敷
地
内
の
雨
水
を
農
用
地

の
排
水
路
に
接
続
し
て
い
る
箇
所

の
工
事
請
負
費
に
つ
い
て
、
１
０

０
m
で
88
万
３
千
円
と
高
額
な
予

算
に
な
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
早

い
段
階
で
の
対
処
が
で
き
な
か
っ

た
の
か
。
ま
た
、
今
後
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
見
解
は
。

当
該
箇
所
は
水
路
が
深
く
、
川

幅
が
広
い
た
め
、
抜
本
的
な
し
ゅ

ん
せ
つ
工
事
の
必
要
が
あ
り
、
今

回
の
予
算
計
上
に
至
っ
た
。
企
業

誘
致
時
の
取
り
決
め
事
項
が
あ

り
、
履
行
義
務
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
が
、
今
回
の
工
事
で
受
益
者

は
企
業
の
み
な
の
で
、
一
定
の
負

担
を
求
め
る
か
、
も
し
く
は
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
を
お
願
い
す
る

な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

住
宅
耐
震
化
事
業
費
の
増
額

住
宅
耐
震
化
事
業
に
つ
い
て
詳

細
は
。

府
の
補
助
が
増
額
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
当
初
予
算
で
は
１
件
当

た
り
の
補
助
額
１
０
０
万
円
が
４

件
で
あ
っ
た
が
、
１
５
０
万
円
に

拡
充
さ
れ
た
。
そ
の
差
額
50
万
円

の
補
助
金
が
４
件
分
で
２
０
０
万

円
。
１
５
０
万
円
の
補
助
金
を
さ

ら
に
２
件
分
３
０
０
万
円
追
加
す

る
の
で
、
合
計
５
０
０
万
円
と
な

る
。
当
初
予
算
で
見
込
ん
で
い
た

補
助
額
の
拡
充
分
と
、
追
加
２
件

も
含
め
て
の
増
額
に
な
る
。

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

住宅耐震化事業の補助金が増額されます

予算や条例等が
決まるまで

会期中の議事は定例会
によって異なりますが、
おおむね次のように進め
られます。

①本会議にかけられた議案
は、より詳しく審査するため
に委員会へ送られます。

②委員会ごとに詳細な審査を
したのち採決します。

③委員会の審査報告を経て、
議員全員で賛否を決定しま
す。ここで可決されたものが
予算や条例となります。

❶本会議 ❷委員会 ❸本会議

開　会

提案理由説明

（P10～17）

付託前質疑

委員会付託

委員長報告

報告に対する質疑

（P8）

採決（P9）

閉　会

担当部課から詳細説明

討　論

（P6～7）

採　決

一般質問

質　疑

討　論

このページに
掲載している内容です

う
な
内
容
を
、
重
ね
て
こ
ど
も
カ

ル
テ
で
管
理
し
、
不
登
校
の
早
期

発
見
、
早
期
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
義

務
教
育
の
す
べ
て
の
段
階
で
見
渡

せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

漫画家の松本勇気さんを招いた昨年度のオーサービジット事業

価
格
高
騰
重
点
支
援
給
付
金
支
給

事
業進

め
方
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
想
定
さ
れ
て
い
る
か
。

６
年
６
月
３
日
を
基
準
日
と

し
、
新
た
な
非
課
税
世
帯
と
均
等

割
課
税
世
帯
に
対
し
、
７
月
中
に

書
類
を
送
付
す
る
。
約
１
千
世
帯

を
見
込
ん
で
い
る
。
８
月
に
１
回

目
の
振
込
み
を
予
定
し
て
い
る
。

オ※

ー
サ
ー
ビ
ジ
ッ
ト
事
業

具
体
的
に
想
定
す
る
講
師
は
。

今
年
度
は
、
京
都
市
京
北
町
出

身
の
絵
本
作
家
を
講
師
と
し
て
想

定
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
等
の
早
期
発

見
、
早
期
支
援
事
業

こ
ど
も
カ
ル
テ
は
、
個
人
情
報

で
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
内
容
で
あ

る
と
思
う
が
、
利
用
目
的
は
。

こ
ど
も
カ
ル
テ
は
、
連
携
の
基

礎
と
な
る
よ
う
な
基
本
的
な
情
報

や
、
指
導
要
録
に
記
載
さ
れ
る
よ

文
教
厚
生 

常
任
委
員
会

※
オ
ー
サ
ー
ビ
ジ
ッ
ト
と
は

本
の
著
者
等
が
学
校
園
を
訪

問
し
読
書
の
楽
し
さ
を
広
め
て

い
く
活
動
。

市議会だより　かけはし74号　2024.7 6市議会だより　かけはし74号　2024.77

〈主な質疑のみ掲載しています。〉

常任委員会では、
こんな議論になりました



■ 専決処分の承認（市税条例の一部改正）

賛　成 日本共産党議員団

政府が実施する定額減税に対応するための中身になっている。この制度は1人4万円の減税の内訳が
所得税と住民税に分かれているなど仕組みが非常に複雑になった。国民に一律4万円を給付すれば、は
るかにシンプルであった。困窮への経済的支援というのであれば、権限を地方に任せて、十分な財源を
与えることが国の役割として求められている。

河野　啓介 議員賛　成 日本共産党議員団

3月議会で可決された一般会計予算への附帯決議と2つの条例改正案の否決に伴って計上され、議会
の意思が反映されたもの。不登校児童生徒などの早期発見・早期支援事業として「こどもカルテ」は、
公にできる情報しか収集せず、本人あるいは家族から請求があれば開示するとのこと。記録情報の内容
を精査し、取り扱いは厳重にすることを求める。

■ 6年度一般会計補正予算（第1号）

討 論 議会の討論とは、お互いに議論を交わし合うことではなく、自
らの意見を表明し、賛否の理由を述べることにより自分の意見に
同調することを他の議員に求めることです。

※記事は原則として各議員から提出された原稿を掲載しています。

討論とは？

次の陳情・要望を受理しました。

陳情書
■2024年度国民健康保険料・税についての陳情書

京都社会保障推進協議会　議長　渡邉　賢治
■ガザ地区の即時停戦のための積極的外交を政府に要求する意見書の提出を求める陳情

山元　悠子
要望書
■非核・平和施策に関する要望書

2024年原水爆禁止国民平和大行進京都実行委員会

代　表　梶川　　憲

陳 情 書 ・ 要 望 書

賛成全員で可決した議案
区分 件　　　　　名 結果

報告 承認

議案
可決

同意

専決処分の承認（南丹市税条例の一部改正）

専決処分の承認（南丹市都市計画税条例の一部改正）

専決処分の承認（南丹市国民健康保険税条例の一部改正）

南丹市公の施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

南丹市税条例の一部改正

南丹市福祉医療費の支給に関する条例の一部改正

南丹市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正

町の区域の設定

6年度南丹市一般会計補正予算（第1号）

6年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

6年度南丹市介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

6年度南丹市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

6年度南丹市水道事業会計補正予算（第1号）

6年度南丹市下水道事業会計補正予算（第1号）

6年度南丹市1号庁舎耐震改修工事請負契約

6年度南丹市消防小型動力ポンプの購入

南丹市議会傍聴規則の一部改正

農業委員会委員の任命につき同意を求めること（19件）
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本会議の中継や映像配信についてご紹介

中
継
に
使
用
す
る
カ

メ
ラ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

映
像
配
信
は
こ
ち
ら

◀

議
長
席
後
方
の
操
作

ス
ペ
ー
ス

操
作
モ
ニ
タ
ー

議長席の後方にマイクやカメラを操作するスペースがありま
す。ここでは、議会事務局の職員が映像やマイクの切り替え、発
言時間の管理などをしています。映像は、ＫＣＮなんたんの生中
継、インターネットの生配信、録画配信でご覧いただけます。

市議会の 豆ちしき

一般質問
一般質問とは？ 

皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が市長等に対して質問を行います。
（P10～17の記事は各議員から提出された
原稿を質問順に掲載しています。）

市議会ホームページの「議会映
像配信」にアクセスするか、スマー
トフォンやタブレットでQRコード
を読み取ってご覧ください。

動画視聴できます！

3日間14人の
小
こばやし

林　　毅
つよき

  議員日本共産党議員団

木
き ど

戸　徳
とくきち

吉  議員公明党塩
しおがい

貝　孝
たかゆき

之  議員新風会

完全に否定はしない。一緒に考え協力を願う
西本梅地域に防災機能を備えた道の駅設置を

道
の
駅
設
置
に
つ
い
て

現
状
は
。

設
置
場
所
の
問
題
な

ど
、
一
定
の
条
件
が
そ
ろ

え
ば
、
地
域
に
も
役
立

ち
、
防
災
に
も
役
立
つ
よ

う
な
も
の
が
考
え
て
い
け

る
と
は
思
う
が
、
財
政
的

な
こ
と
も
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
内
企
業
と
の
連
携
強
化

バ
ス
停
留
所
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
を
検
討
し
て

は
。発

想
と
し
て
面
白
く
受

け
止
め
る
。
簡
単
に
形
に

す
る
の
は
難
し
い
が
、
ま

ず
は
研
究
し
て
い
き
た

い
。本

市
で
備
蓄
す
る
非
常

食
に
つ
い
て
、
地
元
企
業

で
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
や
よ

う
か
ん
な
ど
が
非
常
食
と

し
て
販
売
さ
れ
て
お
り
、

積
極
的
な
活
用
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。

非
常
食
全
般
に
つ
い
て

は
、
市
内
業
者
か
ら
購
入

し
て
ス
ト
ッ
ク
し
て
い

る
。
避
難
所
等
の
非
常
食

と
し
て
の
提
供
よ
り
、
各

家
庭
で
ス
ト
ッ
ク
し
て
欲

し
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
、
少
し
企
業
と
は
調
整

が
必
要
と
思
う
。
限
ら
れ

た
予
算
で
あ
る
が
、
非
常

食
を
購
入
す
る
予
算
を
組

ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
中

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

・各部署の業務委託について
・熱中症特別警戒情報につい
　て
・危機管理について

A
Q

その他の質問

停留所のネーミングライツを

子どもたちのために、しっかりと体制をとる
よりよい学校給食へ、巨大施設建設の再検討を

２
３
０
０
食
の
機
能
を

持
つ
巨
大
給
食
施
設
の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

20
億
円
を
超
え
る
よ
う
な

建
設
費
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
い
ま
、
学
校
給
食

は
効
率
や
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
優
先
か
ら
地
域
の

食
材
を
使
っ
た
良
質
な
給

食
へ
と
流
れ
が
広
が
っ

て
い
る
。
今
の
四
つ
の
給

食
施
設
を
一
つ
一
つ
順
番

に
改
修
し
て
、
で
き
る
だ

け
近
場
で
地
場
の
食
材
を

使
っ
た
よ
り
よ
い
学
校
給

食
が
提
供
で
き
る
よ
う
に

方
針
を
切
り
替
え
る
べ
き

で
は
。

費
用
は
15
億
円
に
１
・

何
倍
か
を
掛
け
た
金
額
に

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
要

望
と
は
擦
れ
違
う
が
、
一

生
懸
命
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
し
っ
か
り
と
給
食
を

作
っ
て
い
く
体
制
を
取
っ

て
い
き
た
い
。
合
併
特
例

債
で
や
り
切
る
こ
と
に
よ

り
、
で
き
る
だ
け
本
市
の

持
ち
出
し
を
下
げ
て
い
き

た
い
。

５
年
間
で
全
国
的
に
３

倍
以
上
の
市
町
村
に
給
食

の
無
償
化
が
広
が
っ
て
い

る
。
ぜ
ひ
施
設
改
築
の
中

で
無
償
化
を
実
現
し
た

い
。
市
長
の
考
え
は
。

財
源
を
積
極
的
に
確
保

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

に
よ
り
よ
い
環
境
を
提
供

し
て
い
き
た
い
。

・2年間で91億円も使う大型
　事業の再検討を
・18歳までの医療費を窓口
　で無料に

A
Q

その他の質問

園部学校給食共同調理場

価値あるものにして地域に潤いをもたらす
森林環境税で森林を守り育て、林業振興を

森
林
振
興
策
は
、
最
終

的
に
は
森
林
所
有
者
や
地

域
が
振
興
策
に
よ
っ
て
経

済
的
な
恩
恵
を
受
け
、

山
々
が
か
つ
て
の
よ
う
に

よ
み
が
え
り
、
産
業
と
し

て
生
計
が
成
り
立
つ
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
変
苦
労
し
て
次
の
世

代
、
ま
た
次
の
世
代
の
た

め
に
植
え
ら
れ
た
も
の
を

価
値
あ
る
も
の
と
し
た

い
。
一
気
に
は
難
し
い
が

地
域
に
潤
い
を
も
た
ら
す

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

気
象
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
採

用
し
、
防
災
力
向
上
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
自
治

体
の
防
災
・
減
災
の
力
を

増
す
こ
と
を
目
的
に
仕
事

を
行
い
、
日
頃
か
ら
被
害

や
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
取

り
組
み
を
進
め
て
は
。

仕
事
量
の
こ
と
を
考
え

る
と
広
域
的
に
活
躍
で
き

る
よ
う
に
、
府
な
ど
に
お

願
い
し
た
い
。

交
通
量
多
い
神
楽
坂
ト
ン

ネ
ル
を
携
帯
利
用
地
域
に

美
山
の
玄
関
口
で
あ
る

神
楽
坂
ト
ン
ネ
ル
付
近
は

携
帯
が
つ
な
が
ら
な
い
。

早
急
に
解
消
す
べ
き
で
あ

る
。
現
状
で
は
事
故
等
が

発
生
す
る
と
、
敏
速
な
対

応
、
通
報
が
で
き
な
い
。

要
望
を
し
て
い
る
。
市

内
で
２
カ
所
は
ア
ン
テ
ナ

を
立
て
解
消
し
た
。
携
帯

が
つ
な
が
ら
な
い
地
域
解

消
の
た
め
に
携
帯
会
社
に

要
望
活
動
を
行
う
。 

A
Q

不測の事態に敏速な対応ができない
一日も早く実現を
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有利な起債やふるさと納税などを財源とする
財政健全化プランの中の大型事業実施の財源は

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の

中
で
積
み
残
さ
れ
た
大
型

事
業
と
し
て
多
く
の
事
業

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
財
源

を
確
保
し
、
取
り
組
み
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
財
政

運
営
に
影
響
は
な
い
の

か
。合

併
特
例
債
の
発
行
期

限
が
７
年
度
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
事

業
を
大
急
ぎ
で
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
然
、
一
時
的
に
非

常
に
大
き
な
起
債
、
借
金

が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
幸
い
国
費
が
３

分
の
２
、
後
年
度
に
地

方
交
付
税
と
し
て
入
っ
て

く
る
の
で
、
危
機
的
な
財

政
的
数
字
に
は
至
ら
ず
乗

り
越
え
て
い
け
る
と
考
え

る
。
財
源
は
国
の
補
助
金

の
獲
得
と
ふ
る
さ
と
納
税

を
い
か
に
増
や
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
４
月

以
降
、
例
年
よ
り
も
か
な

り
増
え
て
き
て
い
る
。
で

き
れ
ば
目
標
の
３
億
円
、

そ
れ
以
上
を
目
指
す
。
ま

た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
も
、
企
業
へ

の
働
き
か
け
を
今
ま
で
以

上
に
強
め
て
い
く
。
ふ
る

さ
と
納
税
は
寄
附
金
で
あ

り
、
不
確
定
収
入
で
あ
る

が
、
財
源
と
し
て
積
極
的

に
確
保
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。・空き家対策について

A
Q

その他の質問

財政健全化プランの中の積み残した大型事
業の一つ日吉生涯学習センター改修事業

国の制度を活用し市民の利便性を向上させたい
ＤＸ化を推進し行政サービス向上を図っては

職
員
の
業
務
量
が
多

く
、
人
件
費
増
加
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
低
下
を
危
惧
し

て
い
る
。
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め

業
務
の
最
適
化
を
行
っ
て

は
ど
う
か
。

業
務
の
効
率
化
は
重
要

な
課
題
で
、
本
市
で
は
印

鑑
証
明
や
税
金
関
連
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
は
ス
マ
ホ

等
か
ら
年
中
対
応
可
能
な

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を
活
用

し
て
お
り
、
今
後
も
Ａ
Ｉ

を
取
り
入
れ
、
業
務
負
担

を
減
ら
し
た
い
。

本
市
と
Ｋ
Ｃ
Ｎ
な
ん
た

ん
で
連
携
し
、
ア
プ
リ
を

使
い
ス
マ
ホ
や
Ｔ
Ｖ
の
リ

モ
コ
ン
操
作
で
多
岐
に
わ

た
る
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
は
ど
う
か
。

ア
プ
リ
一
つ
で
市
民
と

情
報
を
共
有
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
り
協
働
し
て

い
き
た
い
。

民
間
企
業
と
連
携
し
宿
泊

施
設
の
拡
充
を

本
市
の
観
光
客
数
は
増

加
傾
向
で
あ
る
が
、
宿
泊

施
設
が
少
な
い
た
め
幅
広

く
ホ
テ
ル
等
の
企
業
を
誘

致
し
て
は
ど
う
か
。　
　

民
間
企
業
に
参
画
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
園

部
や
八
木
の
農
村
エ
リ
ア

に
は
少
な
く
、
今
後
進
め

て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

A
Q

市民のためのDX化免疫機能強化・重症化予防のためにワクチン接種を

堤
つつみ

　　博
ひろあき

明  議員新誠会

ワクチン接種は後遺症を回避するための対策
免疫機能強化・重症化予防のためにワクチンを

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
接
種
費
用
の
助
成
が

必
要
で
は
。

平
成
28
年
度
か
ら
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
成
人
へ

の
定
期
接
種
の
是
非
に
つ

い
て
、
厚
労
省
厚
生
科
学

審
議
会
予
防
接
種
ワ
ク
チ

ン
分
科
会
に
お
い
て
、
審

議
が
始
ま
り
現
在
も
続
い

て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
有

効
性
等
科
学
的
な
治
験
の

収
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
国
の
方
針
を

待
っ
て
本
市
の
考
え
方
を

整
理
し
検
討
を
進
め
た

い
。国

の
方
針
を
待
つ
こ
と

な
し
に
市
の
判
断
で
助
成

で
き
な
い
か
。

国
の
一
定
の
方
向
性
、

方
針
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
国
に
よ
る
一
定
の
助

成
、
支
援
制
度
に
期
待
し

て
い
る
。
今
し
ば
ら
く
状

況
を
見
た
い
。
助
成
を
す

る
と
な
る
と
多
く
の
方
が

接
種
を
希
望
さ
れ
、
費
用

の
面
で
も
ま
と
ま
っ
た
額

に
な
る
。
そ
の
あ
た
り
も

慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
今

後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

神
経
痛
、
し
び
れ
等
の

後
遺
症
を
回
避
す
る
た
め

ワ
ク
チ
ン
は
必
要
で
は
。

保
健
担
当
課
で
も
十
分

情
報
を
収
集
し
、
府
内
の

市
町
村
の
状
況
も
よ
く
調

べ
な
が
ら
、
今
後
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

A
Q

定期的に駅にヤギが立つ場面を考えていきたい
ヤギ駅長レオン君には期待したいが

ヤ
ギ
駅
長
の
任
命
式
が

行
わ
れ
た
。
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
八
木
駅
に
初
め
て
来
た

が
、
す
ご
く
い
い
と
こ
ろ

で
び
っ
く
り
し
た
」
と
答

え
て
お
ら
れ
た
。
ヤ
ギ
駅

長
の
就
任
で
、
電
車
に

乗
っ
て
八
木
駅
に
来
て
も

ら
う
た
め
の
起
爆
剤
に
な

れ
ば
と
考
え
る
が
、
今
後

の
計
画
は
。

和
歌
山
電
鉄
の
た
ま
駅

長
に
対
し
て
、
八
木
に
は

ヤ
ギ
駅
長
だ
と
考
え
た
。

構
想
か
ら
何
年
も
か
か
っ

て
や
っ
と
で
き
た
。
初
め

は
ホ
ー
ム
の
中
で
乗
客
を

お
迎
え
し
て
お
見
送
り
す

る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
振

り
向
い
て
も
ら
え
る
と
考

え
た
が
、
ヤ
ギ
は
突
然
暴

れ
た
り
走
り
出
し
た
り
す

る
の
で
、
調
整
は
し
て
い

る
が
、
そ
こ
ま
で
は
た
ど

り
着
い
て
は
い
な
い
。

八
木
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
出
演
の
引
き
合
い
が
あ

れ
ば
と
も
考
え
、
紹
介
や

斡
旋
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
ヤ
ギ
駅
長
の

学
校
訪
問
も
こ
れ
か
ら
の

調
整
だ
が
、
進
め
て
い
き

た
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
ヤ
ギ
駅
長
な
の
で
、

駅
で
月
何
回
か
は
勤
務
し

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
よ

う
に
し
て
話
題
性
を
広
め

な
が
ら
、
少
し
で
も
人
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

・避難所の設営について
・災害関連死について
・AIドリルについて

A
Q

その他の質問

ヤギ駅長のレオン君

・投票所における投票支援に
　ついて

その他の質問

谷
たにじり

尻　宣
の ぶ お

雄  議員つなぐ若
わ か い

井　睦
む つ み

巳  議員活緑クラブ

平
ひ ら た

田　聖
せ い じ

治  議員公明党
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国民が共有してきた価値観の下で自治を進める
南丹市として自治の在り方は

消
滅
可
能
性
自
治
体
が

公
表
さ
れ
た
。
受
け
止
め

は
。地

方
の
努
力
に
水
を
差

す
失
礼
な
内
容
で
あ
る
。

自
治
体
が
消
滅
す
る
と

さ
れ
る
よ
う
な
人
口
減
少

と
地
方
衰
退
の
原
因
は
。

東
京
一
極
集
中
で
あ

り
、
そ
れ
を
是
正
す
る
力

と
い
う
も
の
が
存
在
し
得

な
い
こ
と
。

地
方
自
治
法
改
正

地
方
自
治
体
に
対
し
て

行
使
で
き
る
新
た
な
指
示

権
（
補
充
的
指
示
権
）
を

創
設
す
る
と
し
た
地
方
自

治
法
改
正
案
の
評
価
は
。

地
域
の
実
情
を
無
視
し

た
よ
う
な
指
示
が
出
て
く

る
の
で
は
困
る
。
慎
重
を

期
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。

本
市
と
し
て
自
治
の
在

り
方
と
、
自
治
法
改
正
へ

の
態
度
は
。

地
方
自
治
は
憲
法
で
保

障
さ
れ
た
、
民
主
主
義
の

学
校
。
自
治
法
改
正
は
慎

重
な
対
応
を
す
べ
き
。

自
治
体
の
主
体
性
が
問

わ
れ
る
時
期
で
は
。

権
限
を
地
方
に
任
せ
十

分
な
財
源
を
与
え
て
、
頑

張
っ
て
や
っ
て
く
れ
と
進

め
て
い
く
の
が
国
の
役
割

と
強
く
思
う
。

A
Q

全ての住民が安心して暮らせる地方自治の推進を

子育て支援の所管替え効果は間もなく出る見込み
市役所組織改編の効果はどうか

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
教
育
委
員
会
所

管
と
し
た
目
的
や
効
果

は
。
ま
た
、
問
題
点
は
な

い
か
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

を
教
育
委
員
会
に
含
め
た

こ
と
で
、出
生
前
か
ら
就

学
前
教
育
、義
務
教
育
ま

で
を一貫
し
て
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
で
、子
供
た
ち
が

夢
と
希
望
を
持
ち
、進
路

の
実
現
が
可
能
と
な
る
。

（
教
育
長
）
幼
児
教

育
・
保
育
推
進
課
を
設
置

し
た
。
教
育
、
福
祉
、
保

健
分
野
の
切
れ
目
の
な
い

連
携
を
実
践
し
て
い
く
。

組
織
改
編
の
意
義
を
教
育

委
員
会
や
校
長
・
園
所
長

会
で
伝
え
て
い
る
。
効
果

は
出
て
い
る
。
庁
内
で
の

場
所
が
離
れ
て
い
る
の
が

不
便
で
あ
る
。

新
し
く
設
置
し
た
健
幸

ま
ち
づ
く
り
課
の
果
た
す

役
割
は
。ま
た
、「
住
ん
で

い
る
だ
け
で
健
康
で
幸
せ

に
な
れ
る
健
幸
都
市
の
実

現
」を
目
指
し
て
実
施
し
て

い
る「
な
ん
た
ん
健
幸
ポ
イ

ン
ト
事
業
」の
効
果
は
。

健
幸
ま
ち
づ
く
り
課

は
、
官
学
連
携
を
し
て
健

幸
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
。
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業

は
、
３
年
か
ら
実
施
し
て

お
り
、
１
４
０
０
人
余
り

の
参
加
者
。
運
動
習
慣
づ

く
り
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
仕

組
み
で
健
康
の
見
え
る
化

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
介

護
費
は
約
５
４
０
０
万
円

の
抑
制
効
果
が
あ
っ
た
。

・不法投棄と脱炭素社会の取
　り組みについて

A
Q

その他の質問

子育て支援の拠点となるこども家庭センターＳui活⼒ある地⽅を創る⾸⻑の会からの政策提言要旨

導入成果や国での議論の方向性を見極める
ライドシェア導入に向け情報収集等の活動を

日
本
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
４
月
１
日
か
ら
解
禁
さ

れ
、
そ
れ
に
先
立
ち
３
月

か
ら
は
自
治
体
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
も
進
ん
で

い
る
。
こ
の
制
度
は
自
治

体
な
ど
が
運
行
主
体
と
な

り
、
公
共
交
通
が
十
分
に

提
供
さ
れ
て
い
な
い
地
域

で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

は
今
後
、
大
き
く
規
制
緩

和
が
進
み
、
広
大
な
面
積

を
有
す
る
本
市
の
公
共
交

通
に
画
期
的
な
手
段
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
の
所

見
は
。

自
治
体
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

も
ア
プ
リ
操
作
に
よ
り
配

車
決
済
が
行
わ
れ
、
慣
れ

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
現
状
の

運
行
実
態
や
、
導
入
成
果

と
併
せ
て
国
で
行
わ
れ
る

議
論
の
方
向
性
を
見
極
め

た
い
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
規
制

緩
和
は
、
地
方
創
生
や
規

制
改
革
に
率
先
し
て
取
り

組
む
首
長
が
組
織
す
る

「
活
力
あ
る
地
方
を
創
る

首
長
の
会
」
が
国
土
交
通

省
な
ど
へ
の
提
言
や
連
携

に
よ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

市
長
も
入
会
無
料
の
当
組

織
に
入
会
さ
れ
、
情
報
収

集
や
制
度
改
正
の
意
見
を

述
べ
て
は
。

検
討
に
値
す
る
組
織
で

あ
る
が
も
う
少
し
状
況
を

見
た
い
。

A
Q

団員数の見直しは行わなければならない
消防団の団員数と報酬は適正か

団
員
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
と
考
え
る
。
適
正
な

団
員
数
か
。

普
通
交
付
税
の
対
象
は

４
７
８
人
だ
が
、
本
市
は

エ
リ
ア
が
広
い
の
で
、
倍

の
９
５
６
人
が
目
安
で
あ

る
。消

防
団
員
が
減
少
の
な

か
、
報
酬
は
適
正
か
。 

で
き
る
だ
け
早
い
時
期

に
団
員
報
酬
の
見
直
し
を

進
め
る
。 

初
期
消
火
の
際
な
ど
Ｏ

Ｂ
隊
の
積
載
車
や
ポ
ン
プ

の
取
り
扱
い
基
準
の
見
直

し
は
で
き
な
い
か
。 

Ｏ
Ｂ
隊
は
活
動
中
の
け

が
な
ど
の
補
償
が
ネ
ッ
ク

に
な
る
。
Ｏ
Ｂ
を
機
能
別

団
員
と
し
て
、
再
度
、
団

員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ

る
。消

防
委
員
会
は
開
催
さ

れ
て
い
る
か
。

平
成
28
年
か
ら
開
催
し

て
い
な
い
。

早
急
に
開
催
し
消
防
団

の
諸
課
題
を
検
討
す
べ

き
。早

急
に
開
催
す
る
。

電
柱
移
設
の
要
望
を
す
べ

き
で
は

大
雪
な
ど
で
電
線
の
切

断
の
多
い
市
道
音
海
橋
線

の
電
柱
を
移
設
す
べ
き
で

は
。Ｎ

Ｔ
Ｔ
や
関
西
電
力
送

配
電
㈱
に
地
元
と
と
も
に

要
望
し
て
い
く
。

A
Q

市消防団美山支団操法大会

・財政運営について
・京都中部総合医療センター
　新病棟建設について

その他の質問

小
こ

中
なか

　　昭
あきら

  議員つなぐ

吉
よし

田
だ

　尋
ひ ろ こ

子  議員つなぐ

河
こ う の

野　啓
けいすけ

介  議員日本共産党議員団

村　好
よしたか

高  議員新誠会
にしむら
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職住環境、財政基盤整備、インフラ集約が必要
南丹市の持続可能な発展に必要なものは

将
来
世
代
の
ニ
ー
ズ
を

損
な
う
こ
と
な
く
現
代
世

代
の
ニ
ー
ズ
も
満
た
す
よ

う
な
発
展
を
持
続
可
能
な

発
展
と
定
義
し
た
と
き
、

持
続
可
能
な
本
市
の
実
現

に
は
何
が
必
要
か
。

企
業
誘
致
を
含
む
働
く

場
所
の
確
保
、規
制
緩
和
、

空
き
家
流
動
性
促
進
等
に

よ
る
住
む
場
所
の
確
保
、

寛
容
性
を
持
っ
た
移
住
定

住
促
進
に
よ
る
人
口
増

加
、広
大
な
面
積
を
持
つ

本
市
に
合
っ
た
イ
ン
フ
ラ

の
小
規
模
分
散
型
集
約
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

高
齢
化
社
会
と
い
う
問

題
を
少
子
化
に
よ
る
若
年

層
割
合
の
低
下
、
未
婚
晩

婚
化
に
よ
る
少
子
化
、
経

済
的
不
安
や
将
来
へ
の
不

安
に
よ
る
独
身
者
の
増
加

と
い
う
よ
う
に
、
問
題
を

階
層
化
し
て
構
造
的
に
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

本
市
が
抱
え
る
問
題
階
層

の
頂
点
に
あ
る
最
優
先
課

題
と
は
。

福
知
山
長
田
野
工
業
団

地
の
よ
う
な
職
場
環
境
整

備
が
整
う
こ
と
で
市
民
生

活
の
安
定
化
や
将
来
不
安

を
解
消
し
出
生
率
の
向
上

が
期
待
で
き
る
。
ま
た
規

制
緩
和
に
よ
る
柔
軟
な
土

地
活
用
が
職
住
環
境
の
安

定
、
移
住
促
進
、
人
口
増

加
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
広
大
な
本
市
に
お
い

て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ド
ロ
ー
ン

技
術
を
活
用
し
た
距
離
的

問
題
の
解
消
も
必
要
で
あ

る
。

A
Q

持続可能な発展

樋
ひ ぐ ち

口　浩
ひろゆき

之  議員新誠会

秋に着手。年度内完成を目指し進められている
府道富田胡麻停車場線（広野）改良の見通しは

地
域
住
民
の
長
年
の
念

願
で
あ
る
府
道
の
道
路
改

良
。
構
想
か
ら
半
世
紀
近

く
に
な
る
。
こ
の
た
び
地

権
者
、
促
進
協
議
会
を
は

じ
め
多
く
の
関
係
者
の
ご

協
力
に
よ
り
改
良
工
事
開

始
の
見
通
し
が
立
っ
た
と

聞
く
。
こ
れ
ま
で
も
府
議

会
議
員
や
市
と
も
連
携

し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

部
分
的
に
道
路
の
拡
幅
改

良
工
事
を
進
め
て
き
た
。

Ｊ
Ｒ
踏
切
の
拡
幅
と
い
っ

た
大
き
な
問
題
も
あ
る
。

府
道
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

ま
で
本
市
と
し
て
も
、
府

と
連
携
し
多
く
の
業
務
を

行
っ
て
き
た
。
既
に
土
地

の
買
収
等
は
済
ん
で
い

る
。
い
つ
頃
工
事
が
始
ま

り
完
成
す
る
の
か
。

こ
の
府
道
は
、
多
年
の

取
り
組
み
が
粘
り
強
く
続

け
ら
れ
、
皆
さ
ま
方
の
努

力
が
よ
う
や
く
実
り
、
工

事
の
土
地
が
確
保
で
き

た
。
本
年
度
は
広
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
前
の
交
差
点
付
近

か
ら
胡
麻
踏
切
に
わ
た
る

約
１
３
０
ｍ
の
区
間
の
工

事
を
、
秋
頃
に
着
手
の
予

定
で
、
年
度
内
の
完
成
を

目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
胡
麻
踏
切
の

拡
幅
は
Ｊ
Ｒ
と
協
議
さ
れ

て
お
り
、
今
後
、
測
量
設

計
を
実
施
予
定
と
伺
っ
て

い
る
。
ま
た
、
胡
麻
踏
切

北
側
の
交
差
点
部
に
つ
い

て
も
、
整
備
に
向
け
事
業

化
さ
れ
る
と
聞
い
て
い

る
。　

・携帯電話が利用できない不
　感地域の状況について
・いじめや不登校の状況につ
　いて
・教育現場等での蚊やマダニ
　対策について

A
Q

その他の質問

仲
なかむら

村　　学
まなぶ

  議員新誠会

名称も変更し、休憩等のスペースを設けたい
公園再整備の内容と「女性の館」の活用は

８
年
度
開
催
予
定
の

「
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア

ｉ
ｎ
京
都
丹
波
」
に
あ
わ

せ
再
整
備
さ
れ
る
園
部
公

園
の
整
備
内
容
は
。

樹
木
や
凹
凸
し
た
地

面
、
老
朽
施
設
の
整
理
、

ト
イ
レ
の
改
修
、
大
型
遊

具
の
設
置
、
小
向
山
山
頂

に
展
望
広
場
の
整
備
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。

公
園
再
整
備
に
あ
わ
せ

「
女
性
の
館
」
を
ど
う
活

用
す
る
の
か
。

女
性
の
館
の
運
営
委
員

会
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な

が
ら
、従
来
の
女
性
の
館

の
活
動
・
機
能
の
場
に
あ

わ
せ
、来
園
者
の
休
憩
等

の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
い
。

元
年
に
運
営
委
員
会
か

ら
女
性
の
館
の
名
称
変
更

の
要
望
書
が
出
さ
れ
た

が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況

と
今
後
の
見
通
し
は
。

女
性
の
館
30
周
年
を
控

え
て
い
た
の
で
、
名
称
変

更
の
検
討
は
そ
の
後
と
し

た
。
緑
化
フ
ェ
ア
ま
で
に

は
女
性
の
館
の
機
能
、
役

割
を
検
討
し
、
名
称
変
更

を
し
た
い
。

女
性
の
館
は
現
在
、
市

直
営
の
た
め
、
物
品
販
売

等
で
不
便
な
面
が
あ
る
。

名
称
変
更
等
に
あ
わ
せ
、

女
性
の
館
の
今
後
の
管
理

運
営
を
ど
う
す
る
の
か
。

民
間
委
託
も
し
く
は
指

定
管
理
で
運
営
で
き
な
い

か
、
緑
化
フ
ェ
ア
ま
で
に

検
討
し
て
い
く
。 

・今後の定住促進対策につい
　て

A
Q

その他の質問

公園の再整備にあわせ名称変更が検討される女性の館

山
やました

下　秋
あきのり

則  議員つなぐ

道路改良が待たれる府道（広野）

表

彰

状

受

賞

　
５
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
０
０
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会
に

お
い
て
表
彰
を
受
け
た
４
名
の
議
員
に
対
し
、
表
彰
状
の
伝
達
を
行
い
ま
し

た
。

◆
勤
続
10
年
以
上

　
谷
尻
　
昌
史

谷
尻
　
宣
雄

前
田
　
義
明

村
　
好
高
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５
月
８
日
、
子
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
と
福
祉
保
健
部
の
所
管

事
務
事
業
調
査
を
行
い
ま
し

た
。本

年
４
月
の
組
織
改
正
に
よ

り
、
子
育
て
支
援
課
に
替
わ
る

新
し
い
組
織
と
し
て
、
子
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
が
教
育
委
員
会

内
に
設
置
さ
れ
、
出
生
か
ら
義

務
教
育
ま
で
一
貫
し
た
子
育
て

支
援
が
進
ん
で
い
ま
す
。

現
場
で
は
、以
前
に
比
べ
て

校
長
会
と
園
所
長
会
が一
体
化

し
た
会
議
な
ど
で
情
報
共
有
と

意
見
を
交
わ
す
場
面
が
増
え
て

お
り
、教
育
長
を
ト
ッ
プ
と
し

て
意
思
決
定
や
共
有
が
進
ん

で
い
ま
す
。子
育
て
支
援
で
は
、

母
子
保
健
と
児
童
福
祉
が一
緒

に
な
っ
た
こ
と
で
、他
市
よ
り
も

綿
密
に
連
携
し
て
相
談
支
援
が

で
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

委
員
会
活
動
報
告

５
月
16
日
、
農
林
商
工
部
所

管
の
有
害
鳥
獣
対
策
、
自
伐
型

林
業
に
つ
い
て
所
管
事
務
事
業

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

有
害
鳥
獣
対
策

現
状
説
明
を
受
け
、
左
記
の

点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

実
施
し
ま
し
た
。

・
被
害
状
況
把
握
に
つ
い
て
実

害
と
の
乖
離
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

・
金
網
フ
ェ
ン
ス
や
電
気
柵
な

ど
対
策
の
有
効
性
と
高
齢
化

に
よ
る
防
除
の
限
界
。

・
農
村
部
に
限
ら
ず
、
ア
ラ
イ

グ
マ
や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
小

動
物
対
策
。

・
有
害
鳥
獣
減
容
化
施
設
の
運

営
。

・
防
除
柵
の
補
助
金
活
用
。

い
ず
れ
も
全
国
的
な
課
題
で

あ
り
、
国
・
府
へ
の
積
極
的
な

要
望
や
、
新
し
い
取
り
組
み
の

模
索
、
新
技
術
の
活
用
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

自
伐
型
林
業

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
方

法
も
含
め
た
説
明
を
受
け
、
意

見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
自
伐
型

林
業
へ
の
支
援
策
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
中
長
期
的
な
計

画
で
は
、
直
接
的
な
支
援
で
は

な
い
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
検
討
中
で
あ
り
、
譲
与
税

を
う
ま
く
活
用
し
た
取
り
組
み

等
を
求
め
ま
し
た
。

『こども達や市の未来をよ
り質の良いものへとつなぎ
たい』との思いで、『粋

S u i
』の

読みを愛称とされた

野生鳥獣捕獲個体減容化施設

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

文
教
厚
生 
常
任
委
員
会

５
月
14
日
、
岡
山
県
井
原
市

議
会
の
広
聴
広
報
委
員
会
の
皆

さ
ん
が
視
察
研
修
に
来
庁
さ
れ

ま
し
た
。
「
出
前
で
お
し
ゃ
べ

り
青
空
議
会
」
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
研
修
で
、
広
聴
部
会

長
よ
り
概
要
説
明
の
後
、
質
問

を
受
け
ま
し
た
。
「
キ
ャ
ッ

チ
ー
で
堅
苦
し
く
な
い
名
称

は
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
考

え
ら
れ
た
の
か
」
な
ど
多
く
の

質
問
が
あ
り
、
興
味
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
他
の
取
り
組
み

と
し
て
「
な
ん
た
ん
未
来
会

議
」
等
に
つ
い
て
も
概
要
説
明

し
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し

た
。大

変
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
私
た
ち
委
員
に
と
っ

て
も
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

よりよい広聴活動を目指して意見交換

こちらも勉強になるよい機会でした

広
報
広
聴 

委
員
会

福
祉
保
健
部
の
事
務
事
業
調

査
で
は
、
福
祉
医
療
費
支
給
事

業
や
重
度
心
身
障
害
老
人
健
康

管
理
事
業
の
今
後
の
考
え
や
進

め
方
に
つ
い
て
担
当
課
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
府
内
他
市

町
村
の
制
度
や
非
課
税
世
帯
、

生
活
困
窮
の
方
に
つ
い
て
の
位

置
付
け
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
件

や
条
件
を
検
討
し
、
理
事
者
等

の
方
向
性
が
出
た
段
階
で
「
障

が
い
者
福
祉
の
あ
ん
な
い
版
」

や
当
事
者
団
体
等
の
集
ま
り
で

説
明
し
て
い
く
と
の
こ
と
で

す
。

議

員

人

権

研

修

「
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
学
ぶ

６
月
21
日
、
６
月
定
例
会
終

了
後
、
「
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ
に
、
人
権

政
策
課
長
を
講
師
に
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
マ
イ
ク
ロ
ア

グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
小
さ
い
単

位
を
表
す
「
マ
イ
ク
ロ
」
と
、

他
者
へ
の
攻
撃
と
い
う
意
味
の

「
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
」
を
組
み

合
わ
せ
た
言
葉
で
、
小
さ
な
攻

撃
性
を
意
味
し
ま
す
。
「
自
覚

な
き
差
別
」
と
も
い
わ
れ
、
悪

意
や
否
定
的
な
言
動
を
し
て
い

る
意
識
が
な
い
ま
ま
に
、
思
い

込
み
や
偏
見
に
よ
り
他
者
を
傷

つ
け
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
言
葉
が
あ
る
か

ら
」
を
視
聴
し
、
マ
イ
ク
ロ
ア

グ
レ
ッ
シ
ョ
ン
を
防
ぐ
に
は
、

嫌
な
思
い
を
し
た
時
に
は
、
思

い
を
し
っ
か
り
と
言
葉
で
伝

え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

差
別
の
意
識
は
な
い
が
、
固

定
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
他
者
に
接

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
、
自
分
自
身
の
言

動
を
振
り
返
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
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市
議
会
だ
よ
り
第
73
号
で
、
次
の
通
り
内
容
の
一
部

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

■
18
ペ
ー
ジ

　
木
戸
德
吉
議
員
の
一
般
質
問
に
関
す
る
記
事

　
誤
▼
美
山
小
学
校
の
校
舎
は
築
14
年
経
過
し
て
い
る

　
正
▼
美
山
小
学
校
の
校
舎
は
築
34
年
経
過
し
て
い
る

お詫びと訂正

傍聴しやすい環境づくりを目指して

社会情勢の変化、個人情報保護や多様性の観点から傍聴規則
の見直しを行いました。

具体的な改正内容は次のとおりです。

●傍聴手続きの簡素化
●児童・乳幼児の入場制限廃止
●車椅子利用者やその介助者、補助犬のための専用席の設置
●スマートフォンなどの情報通信機器における情報検索を解禁
●飲食は禁止するものの、水分補給を許可

人
事
案
件
（
敬
称
略
）

議
案
番
号
順

■
農
業
委
員
会
委
員

浅
田　
　
均
（
八
木
町
）

上
田　
純
二
（
美
山
町
）

大
沢　
泰
一
（
日
吉
町
）

奥
村　
直
樹
（
園
部
町
）

神
澤　
典
子
（
美
山
町
）

川
勝　
芳
明
（
八
木
町
）

関　
　
隆
宏
（
園
部
町
）

谷
川　
増
夫
（
日
吉
町
）

中
川　
能
季
（
八
木
町
）

長
野　
　
敏
（
美
山
町
）

野
中　
　
好
（
園
部
町
）

橋
本　
治
樹
（
八
木
町
）

平
野　
清
久
（
園
部
町
）

藤
田　
孝
一
（
園
部
町
）

藤
原　
忠
司
（
美
山
町
）

三
﨑　
正
子
（
美
山
町
）

山
口　
　
均
（
八
木
町
）

湯
浅　
勝
敏
（
日
吉
町
）

湯
浅　
照
夫
（
日
吉
町
）

議場で説明を受ける児童たち

５
月
23
日
（
木
）
園
部
小
学

校
６
年
生
の
皆
さ
ん
１
０
３
名

が
、
社
会
科
学
習
の
一
環
と
し

て
、
身
近
な
場
所
で
南
丹
市
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
の
議
会
が

開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

政
治
学
習
に
つ
い
て
の
意
欲
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
議

場
見
学
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

議
場
に
入
り
、
議
会
事
務
局

よ
り
議
会
と
は
何
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
、
議
員
の
構
成
、
ど

う
い
っ
た
仕
組
み
で
議
案
審
議

し
て
い
く
の
か
説
明
を
受
け
た

の
ち
、
実
際
に
議
員
席
や
執
行

部
席
に
座
り
、
児
童
た
ち
で
模

擬
議
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

後
半
に
は
児
童
か
ら
の
「
市

長
選
挙
で
同
票
だ
っ
た
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
」
や
「
ど
う

や
っ
た
ら
議
長
に
な
れ
る
の

か
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

に
対
し
、
参
加
し
た
議
員
が
回

答
し
な
が
ら
時
間
い
っ
ぱ
い
ま

で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

園部小学校の皆さんが
議場見学に来られました

５
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
京

都
・
南
丹
園
部
城
祭
り
の
一
角
を

お
借
り
し
て
第
４
回
出
前
で
お

し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

５
月
19
日
に
日
吉
町
森
の
学
舎

五
ヶ
荘
体
育
館
に
て
、
８
年
ぶ
り

と
な
る
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

い
ず
れ
の
会
と
も
、
多
く
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

の
議
員
活
動
や
議
会
と
し
て
の
取

り
組
み
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

出
前
で
お
し
ゃ
べ
り
青
空
議
会
・
議
会
報
告
会

出前でおしゃべり青空議会

議会報告会
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ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
伴
奏
に

合
わ
せ
奏
で
る
サ
ッ
ク
ス
の
メ
ロ

デ
ィ
に
、
思
わ
ず
歌
詞
を
口
ず
さ
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
「
ク
レ
ー
ジ
ー

モ
ン
キ
ー
ズ
」
さ
ん
の
稽
古
場
を
訪

ね
た
時
の
こ
と
で
す
。

京
都
市
内
の
音
楽
教
室
に
通
っ
て

一
か
ら
学
び
、
メ
ン
バ
ー
揃
っ
て
の

毎
週
の
練
習
や
自
宅
で
の
個
々
の
稽

古
を
重
ね
、
今
で
は
、
昭
和
や
平
成

時
代
の
歌
謡
曲
、
Ｊ
ポ
ッ
プ
ス
、
童

謡
唱
歌
な
ど
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
豊

富
。
「
何
よ
り
も
聞
い
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
た
い
」
と
ま
す
ま
す
の
活

躍
。現

役
を
退
き
、
自
分
の
た
め
に
何

か
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
と
行

動
力
に
元
気
を

も
ら
い
ま
し

た
。（

Ａ
・
Ｙ
）

ご意見はこちらに

委 員 長／若井　睦巳
広報部会長／河野　啓介
副部会長／吉田　尋子
委　　員／樋口　浩之　　堤　博明　　平田　聖治
　　　　　山下　秋則　　小中　昭

広聴部会長／塩貝　孝之
副部会長／下間　康広

次 回 9 月 定 例 会
日 月 火 水 木 金 土
8/25 8/26 8/27 8/28 8/29 8/30 8/31

本会議
（開会）

1 2 3 4 5 6 7
本 会 議

（一般質問）常任委員会
（一般質問）（一般質問） 決算特別委員会

8 9 10 11 12 13 14

常 任 委 員 会

15 16 17 18 19 20 21

本会議 決算分科会
決算特別委員会

22 23 24 25 26 27 28

決 算 分 科 会

29 30 10/1 10/2 10/3 10/4 10/5

決算分科会

10/6 10/7 10/8 10/9 10/10 10/11 10/12

本会議
決算特別委員会 （閉会）

※8月27日（火）午後5時までに提出された請願・陳情等
は、9月定例会で取り扱われます。会議時間はいずれも
午前10時からの予定です。この日程については予定であ
り、予告なく変更となる場合があります。

※本会議は、ケーブルテレビやインターネットで中継しています。

将来を担う若い世代と議会議員による意見交換会を開催します。ぜひ、お気軽にご参加
ください。
●日　時／令和6年8月20日（火）午後1時15分～
●場　所／南丹市役所3号庁舎
●対　象／高校生・16歳～22歳の市内在住者及び市内通勤通学者

第2回 なんたん未来会議を開催します
〜あなたのアイデアでまちを動かす〜

お問合せ先／南丹市議会事務局　0771-68-0059

市議会だより　かけはし74号　2024.7 22

広 報 広 聴 委 員 会
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本紙は環境への配慮から、森林認証紙に、ベジタブルオイルインキ（植物油）で印刷しています。


